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 この夏、デンマークの高齢者集合

住宅と在宅ケアの現状を視察する

機会がありましたので、この場を借

りて、その一端を紹介したいと思い

ます。 

 デンマークでは、1988 年、「プラ

イエム」と呼ばれる高齢者入所施設

の新たな建設を中止し、「住まい」

と「ケア」を分離する政策を導入し

ました。「プライエム」を「プライ

エセンター」という高齢者集合住宅

に改修し（１DK から２DK へ、など）、

介護が必要になった場合に、「入所」

ではなく「高齢者集合住宅に住み替

える」という考え方を取り入れたの

です。基本的な支援は、掃除と食事

の提供ですが、必要な場合には、専

門職から身体介護や機能訓練が提

供されます。重度になっても、終末

期にもそこで生活できるだけのケ

アが提供されることになります。 

 ご存じのように、北欧の介護サー

ビスは全て税金で提供されます。ケ

アの決定は市町村が行い、医療は国

が提供します。在院日数が短縮さ

れ、医療ニーズの高い高齢者が在宅 

で生活できるよう、「社会保健介護士」

という資格をもつ人材育成も進めら

れています。看護師の資格ではない

が、ホームヘルパーにはできない簡単

な医療処置ができる資格です。3年間

の養成期間のうち、約 3分の 2が実習

であり、しかも給与がでる仕組み、と

のこと。実習は、就職を前提としてお

り、日本のような学生実習とは大きく

異なるようです。こうした人材育成が

あるからこそ、集合住宅での終末期ケ

アも可能と言えます。 

 もちろん、社会的な背景が大きく異

なる国の制度を手放しで称賛するこ

とは愚かなことですが、学ぶべきこと

がある場合は、謙虚に耳を傾けること

も必要です。何を学ぶか、これから一

緒に考えていきませんか。 
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第２回事業者勉強会を開催しました 

「安心・快適住まいるアップ事業者勉強会」も

第２回を迎え、８月１１日午後、札幌市民ホー

ル第 1 会議室にて開催しました。ご参加いただ

いた皆さま、ありがとうございました。 

 以下、当日の様子についてご報告します。 

 
【高齢者対応共同住宅の消防設備 

～消防設備の現状と実例～】 

 札幌市消防局予防部指導課指導係の森信

章氏をお招きしました。まず、社会福祉施設

における火災事故が発生するたびに、防火安

全対策の強化を図るための消防法令の改正

が行われてきた歴史的経緯についての説明

がされました。次に、消防法における「共同

住宅」と「社会福祉施設」の分類の考え方に

ついて説明されました。続いて、「共同住宅」

と「社会福祉施設」において設置しなければ

ならない消防設備について、設備ごとに詳細

な説明がされました。さらに、防炎品と火災

訓練の重要性、ならびに訓練実施時の消防署

との連携方法の説明とともに、消防署を積極

的に活用してもらうよう、呼び掛けがありま

した。 

【質疑応答】 

 消防局の講演に関する質疑応答では、参加

事業者より「平成２４年までに設置しなけれ

ばならないスプリンクラー設備」の詳細につ

いての質疑がなされました。その後、司会者

からも、新しく低廉なスプリンクラー設備に

ついて等、２～３の質疑がなされました。 
 

【参加事業者の意見交換会】 

 休憩後「意見交換会」を開催しました。休

憩をはさんだこともあってか、意見交換会前

に退出する参加者が多かった（退出１１名）

のは残念でしたが、参加者より、自己紹介と、

業務上の問題点や高齢者対応共同住宅のか

かわり等を自由にお話しいただきました。初

めての試みでしたが、今後も有意義な意見交

換の場となるよう、さらに工夫を重ねて実施

する予定です。 

 

 

【参加者アンケートより】 

参加者の中から１６名の方々にアンケー

ト回答をいただきました。講演についての

感想は、「大変良かった」「良かった」をあ

わせて６８％（１１名）だったのに対し、 
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ご協力ありがとうございます－入居者アンケートについて－ 

 
本事業には「入居後の生活状況・課題・ニ

ーズなどを把握する」ことが盛り込まれてお

り、この度、市内の高齢者対応共同住宅の入

居者を対象としたアンケートを実施するこ

ととなりました。 
９月上旬に、２３６事業所様へ協力依頼文

とアンケート調査票見本を送付し、２３件の

ご協力承諾をいただいております（９月１３

日現在）。誠にありがとうございます。未だ

ご協力の可否をいただけていない事業者様

がございましたら、引き続きファックスでの

ご返信をお願い申し上げます。個人情報の取

り扱い等については、十分な配慮の上進め

て参りますので、何卒ご協力くださいます

よう、お願いいたします。 
入居者の意識やニーズについては、事業者

の皆様にも関心の深い事柄と存じますが、こ

の結果は、今年度末にはフィードバックでき

るよう計画しております。 
尚、依頼文やアンケート調査票見本が到着

していない、また、内容に関するお問い合わ

せ等については、どうぞお気軽に、住まいる 

【
平
成
２
２
年
８
月
１
２
日 

 

介
護
新
聞 

掲
載
記
事
】 

事業者意見交換会については「良かった」

が３１％（５名）という結果でした。講演

については、直接現場にかかわるテーマで、

内容もわかりやすかったということの現れ

だと思います。 

意見交換会については、アンケートの自

由記入欄にもみられるように、講演終了後

の退席者が多かったのが残念ですが、事業

所間のネットワーク構築へ向けての取り組

みのひとつとして、実施方法を改善しなが

らぜひ続けていきたいと考えますので、 

ぜひご参加くださいますようお願いいたし

ます。また、勉強会や意見交換会への意見

等ございましたら、お気軽に事務局までご

連絡ください。 

以下、自由記入コメント抜粋 

・事業者の積極的な参加を期待し、活動の拡大

を図ってほしい。・皆様のご苦労話はそれなりに

参考になりおもしろいとは思いますが、時間も足

りなく思います。別の時間で行なわれた方が良

いのでは。・途中退席の事業者が多く、十分な

意見交換とは思えなかった。 

アップセンター事務局（０１１－７０８－８

５６７）までご連絡くださいませ。このアン

ケート結果が有意義なものとなるよう、１件

でも多くのご協力を、重ねてお願い申し上げ

ます。 
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－その他の事業－ 
さっぽろ孤立死ゼロ安心ネットワークモデル事業 
さっぽろ孤立死ゼロ推進センター（シーズネット内） 
TEL 011-708-8686 
ひとり暮らしのあなたに、安心をお届けします 
おひとりさまあんしんねっと事業（シーズネット内） 
TEL 011-717-7007 
高齢者の住まいの情報センター 
住まいるサッポロ 
〒060-0001 札幌市中央区北 1 条西 3 丁目 2-5 北尾ビル 8F 
TEL 011-252-2424 FAX 011-252-0220 

～新時代を創る高齢者の経験と活力ネットワーク～ 

SEEDS NETWORK 

Seniors’ Experiences and Energies for Developing New Systems 

高齢者による新しい仕組みづくりの種になりたい、そんな気持ちを込めました。 

ＮＰＯ法人シーズネット 
〒001-0010 

札幌市北区北 10 条西 4 丁目 1 番地 SC ビル 2F 

代表 TEL 011-717-6001 FAX 011-717-6002 

http://www.seedsnet.gr.jp/ 

【スタッフ紹介】 
本事業事務局スタッフを１名ずつ紹介させていただきます。 

事業所のみなさまにはいつ
も、様々なご意見や、アンケー
トへのご協力をいただき、あり
がとうございます。 
事務局の一員として主に、勉

強会やセミナー開催前の準備、
市民向けシンポジウムの企画
や資料発送等の事務的な業務 
を担当しています。アンケート

調査等で直接みなさまの事業所に訪問する機
会は少ないのですが、この活動が少しでもお役
に立てるよう取り組んでおりますので、今後と
もよろしくお願いいたします。 

－ 編 集 後 記 － 
「安心・快適住まいるアップ事業ニュースレター」も、第３号の発行を迎え、札幌にもさわやかな秋

風が吹き、空が高く感じられる季節となりました。 

さて次号のニュースレターは１１月１５日発行ですが、その前に、市民向けシンポジウムの開催

案内をお届けする予定です。お忙しいとは存じますが、皆様には今後もぜひ、情報交換等にご参加

くださいますよう、よろしくお願いいたします。 

安心･快適住まいるアップ事業 

札幌・住まいるアップセンター（シーズネット内） 
TEL 011-708-8567 FAX 011-717-6002 

※本ニュースレターのメール配信をご希望の方は、下記アドレスまでご連絡くださいませ。
 

info-suc@seedsnet.gr.jp 

 

 
石 澤  佳 子 

(企画担当) 

 第３回事業者勉強会は、(株)楽明館の石田幸

子氏をお招きし、『小規模多機能型居宅介護の

可能性～入居者のニーズに応える経営のマネ

ジメント～』と題して、介護事業を併設していない

事業所との連携のご提案もしていただける予定

です。ぜひ運営上のヒントを得て、現場で役立て

ていただければ幸いです。（参加無料） 

◆日程：２０１０年１０月１４日（木） 
１３：００開場 １３：３０開演 １６：３０終演予定 

◆場所：札幌エルプラザ４Ｆ 大研修室ＡＢ 
（北区北８条西３丁目） 

◆講師：石田幸子 氏 （㈱楽明館 代表取締役 館長） 
◆内容：小規模多機能型居宅介護の可能性 

～入居者のニーズに応える経営のマネージメント～ 

※別途ご案内と参加申込書を同封いたしました。 

第３回事業者勉強会のご案内 

 


